
 
参考資料－３ 

費用便益費５以上の事業

 
 

費用便益比５以上の事業 
 
 
第７回ＰＩ会議山本委員提出資料「他の道路事業の費用便益比」に関し、費用便益比５

以上の事業について、どのような事業か知りたい旨の意見が出されましたので、事務局に

て整理いたしました。 
平成１７年度予算に係る道路事業・街路事業の新規事業採択時評価及び再評価の評価結

果のうち費用便益比５以上の事業の評価結果は別添の通りとなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
注）費用便益比５以上の２２事業のうち１０事業については評価結果が掲載準備中などの

ため添付していない。 
 
 
（参考） 
 

道 路 事 業 ・ 街 路 事 業 の 評 価 結 果 は 、 国 土 交 通 省 道 路 局 ホ ー ム ペ ー ジ

（http://www.mlit.go.jp/road/ir/ir-hyouka/irhyouka.html）で掲載されています。 
 
国土交通省の新規事業採択時評価および再評価の結果については、国土交通省ホーム

ページ（http://www.mit.go.jp/kisya/kisha05/15/150325/02.pdf）に掲載されています。 
 
 
 



新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名 一般国道２６号 第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

） 
事業 

区分 
一般国道 

事業 

主体 

国土交通省 

近畿地方整備局 

起終点 
自：大阪府泉南

せんなん

郡岬 町
みさきちょう

淡
たん

輪
のわ

 

至：大阪府泉南
せんなん

郡岬 町
みさきちょう

深
ふ

日
け

 
延長 ２．２ｋｍ 

事業概要  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

は、大阪
おおさか

府阪南
はんなん

市自然
じ ね ん

田
だ

から和歌山
わ か や ま

県和歌山
わ か や ま

市元
もと

寺町
でらまち

に至る延長約２０ｋｍの地域高規格道路

であり、第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

）は、第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

の一部を構成する延長約２．２ｋｍの道路である。 

事業の目的、必要性  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

（延伸
えんしん

）は、現国道２６号の渋滞緩和、車高制限箇所の解消をはじめ、関西
かんさい

国際
こくさい

空港
くうこう

Ⅱ期事業

や阪南
はんなん

スカイタウンなどの地域開発の支援、多数の海浜レクリェーション、レジャー施設などの観光資源の有

効活用、幹線道路及び生活道路の安全確保を図るとともに、高規格幹線道路を補完し、大阪
おおさか

と和歌山
わ か や ま

の地域間

交流の促進に寄与するものである。 

全体事業費 ６９億円 計画交通量 ２０，３００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

(延伸
えんしん

)は、交通混雑の緩和、大阪
おおさか

・和歌山
わ か や ま

の交流促進等重要な役割を果たすことが期待されてお

り、「和歌山
わ か や ま

市・岬 町
みさきちょう

第二
だ い に

阪和
は ん わ

国道
こくどう

延伸連絡協議会（会長 和歌山市議会議員）」などから早期整備の要望を

受けている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了： 都市計画決定済 

        環境アセスの完了 

事業評価結果 

 

総費用 ６０億円 総便益 ３９２億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ６．５ 
事業費： ５２億円 

維持管理費：    ８億円 

走行時間短縮便益：３２３億円 

走行費用減少便益： ６５億円 

交通事故減少便益：  ４億円 

平成16年 

交通量変動 B/C=7.20 （交通量  +10％） B/C=5.80 （交通量 -10％） 

事業費変動 B/C=5.93 （事業費  +10％） B/C=7.24 （事業費 -10％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=5.74 （事業期間 + 5年） B/C=6.97 （事業期間 - 5年） 

評価項目 評価 根拠 

渋滞交差点を緩和する(深日中央交差点：現況旅行速度１７km/h） 

渋滞対策 ○

渋滞損失時間の改善 約２４万人時/年 ⇒ 約６万人時/年 

1km(台ｷﾛ)あたり渋滞損失時間 約１１万人時/年キロ、約１．２万人時／台キロ（現況） 

大阪府平均（約１０．８万人時/年キロ、約１．１万人時/年台キロ）と同程度 

全国平均（約２．０万人時/年キロ、約０．７万人時/年台キロ）の約５．５倍 

渋滞度曲線 大阪府内センサス区間のワースト上位４割に位置する 

その他の特徴 国道２６号（１６区間）中、ワースト第１０位の渋滞損失時間（大阪府内） 

死傷事故率が高い区間の事故の減少が見込まれる 

事故対策 ◎
死傷事故率 約２３５件/億台キロ（現況・単路部） 

大阪府平均（７３件/億台キロ（単路部））の約３．２倍 

事故率曲線 大阪府内における区間のワースト上位１割に位置する 

その他の特徴 自動車と自転車・歩行者との動線分離が図られる（自動車専用道路） 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － 注目すべき影響はない（自動車専用道路計画） 

 

住民生活 ○
関西国際空港へのアクセス向上、高次医療施設へのアクセス向上 

岬町内から関西国際空港へ約４分の時間短縮（５２分→４８分） 

岬町内から三次医療施設（和歌山日赤センター）へ約９分の時間短縮（２８分→１９分） 

地域経済 ○ 時間短縮による地域開発（阪南スカイタウン、関西国際空港二期事業 等）への支援 

災 害 ○
緊急輸送道路の機能向上 

緊急輸送道路に指定されているものの高さ制限（4.3m）が２箇所ある現国道２６号を迂回 

環 境 ○
沿道環境の改善 

夜間要請限度を超過する現国道２６号の沿道環境が改善される（７１dB→６８dB） 

また、自動車からのNO2、SPM排出量がそれぞれ現況の約28%，約29%に減少すると期待される 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上 

時間短縮による加太、友ヶ島、磯ノ浦などの観光地（年間観光客数１３４万人）への支援 

事業実施環境 ○ 地域高規格道路として時間距離を大幅に短縮し、大阪府南部と和歌山県北部の連携を強化 

 

採択の理由 
 
 費用便益比が６．５と、便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続きが完了していることから、事業

採択の前提条件が確認できる。 

 また、当該事業箇所の現況渋滞損失時間及び事業実施による渋滞損失削減時間はともに大きく、渋滞対策の必

要性・効果は高いと判断できる。 

  以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：鈴木 克宗     

 

  ※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名 一般国道３０１号野見山
の み や ま

拡幅 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 愛知県 

起終点 
自：愛知県豊田

と よ た

市野
の

見山町
みやまちょう

 

至：愛知県豊田
と よ た

市御立町
みたちちょう

 
延長  １．３ｋｍ 

事業概要  

一般国道３０１号は、静岡県浜松
はままつ

市を起点とし、愛知県新城
しんしろ

市を経由し豊田
と よ た

市に至る延長約１００kmの主要幹

線道路である。このうち、豊田市中心市街地に隣接する野見山
の み や ま

拡幅は、市街地中心部から放射状に延び市内の内

環状線と外環状線を結ぶ延長１．３kmの４車線化事業である。 

事業の目的、必要性  

 本事業は平成１６年度完了予定の豊田拡幅の先線にあたり、現道は歩道が狭小（片側歩道区間有り）の２車

線道路である。また、沿線には小学校、商業・工業施設等が立地し、朝夕の通勤、通学時には慢性的な交通渋

滞が発生しており、自転車、歩行者が危険にさらされている状態である。野見山拡幅はこのような状態の改善

、及び豊田市中心市街地や東海環状自動車道豊田
と よ た

松平
まつだいら

ICへのアクセス向上を目的とする事業である。 
 

全体事業費     ５３億円 計画交通量 １６，０００台／日 

事業概要図  

供用中

H17新規箇所

凡　　　　例

野見山拡幅

東名高速

名神高速

市
道
外
環
状
線

国道３０１号

国道１５３号

国
道
２
４
８
号

国
道
１
５
３
号

愛
知
環
状
線

名
鉄
三
河
線

市
道
内
環
状
線

県
道
細
川
豊
田
線

県
道
細
川
豊
田
線

至岐阜県

至岡崎

至新城

至名古屋

中心市街地

国道３０１号
野見山拡幅L=1.3km

豊田拡幅L=2.0km
S62～H16

 
関係する地方公共団体等の意見  

 一般国道３０１号は、交通渋滞の緩和、東海環状自動車道へのアクセス支援に重要な役割を果たす事が期待さ

れており、豊田市及び地元経済界等から構成される豊田市幹線道路整備促進協議会より早期整備の要望を受けて

いる。 

 
事業採択の前提条件  

 費 用 便 益：便益が費用を上回っている 

 手続きの完了：都市計画決定済み 

 

事業評価結果 

 

総費用 ４１億円 総便益 ２７１億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ６．６ 

事業費：   ４０億円 

維持管理費：  １億円 

走行時間短縮便益：２７２億円 

走行費用減少便益：  １億円 

交通事故減少便益： ―２億円 平成１６年 

評価項目 評価 根拠 

渋滞解消を図る事業（野見小西交差点：渋滞長1.8km） 

渋滞対策 ◎ 

渋滞損失時間の改善 

・約９千人時間/年 → ０（費用便益分析対象区間）  

1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間 

渋滞度曲線 

その他の特徴 

・愛知県内国道301号中第５位の渋滞損失時間 

・渋滞の解消（野見小西交差点 渋滞長 1.8km） 
 

自歩道設置により歩車分離を図る事業 

事故対策 ○ 

死傷事故率               （死傷事故率比（県内平均比）      ）

                （事故率曲線における位置：         ）

その他の特徴  

・ 死傷事故件数：H14 10件、H13 14件 
 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 自歩道設置により円滑な歩行空間が確保される。 

 

住民生活 －
注目すべき影響はない。 

 

地域経済 －
注目すべき影響はない。 

 

災 害 － 注目すべき影響はない。 

環 境 － 注目すべき影響はない。  

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 －
注目すべき影響はない。 

 

事業実施環境  
注目すべき影響はない。 

 

 

採択の理由 
費用便益比が6.6と、便益が費用を大幅に上回っているとともに、都市計画手続きが完了していることから事業

採択の前提条件が確認できる。 

また、事業実施により当該事業箇所の渋滞損出時間が改善されることから、渋滞対策の必要性・効果は高いと

判断できる。 

 以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：道路局国道・防災課 

担当課長名：鈴木 克宗     

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。



新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事 名 一般国道３７０号 阪井
さ か い

バイパス 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 和歌山県 

起 点 
自：和歌山県海

かい

南
なん

市重根
し こ ね

 

至：和歌山県海南市木津
き づ 延長    ２．６ｋｍ 

事 概要  

一般国道３７０号は、和歌山県海
かい

南
なん

市を起点とし、奈良県山
やま

辺郡
べ ぐ ん
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つ げ む ら

に至る延長約１３４㎞の幹線道路

で

阪
さ

事
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事業評価結果 
 

担 当 課： 国道・防災課   

担当課長名： 鈴木 克宗    

 

総費用 ６１億円 総便益 ３１１億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ５．１ 
事業費： ５９億円 

維持管理費： ２億円 

走行時間短縮便益： 345億円 

走行費用減少便益： -19億円 

交通事故減少便益： -14億円 
平成１６年 

評価項目 評価 根拠 

現道における混雑度２．１８を解消する。 
事
業

業

終

業

 

ある。 
井
か い

バイパスは、交通混雑及び幅員狭小区間の解消を目的とした、延長約２．６㎞の４車線道路である。 
業の目的、必要性  

当該区間の現道は、交通量２０，０００台／日、混雑度２．０を超過しており、朝夕のピーク時をはじめ恒

的に渋滞が発生している。また、現道沿いには家屋が密集しており、幅員も狭小で大型車同士のすれ違いが

難な区間があり、自転車歩行者の安全が確保されていない状況である。 
阪井バイパスは、家屋密集地を避けたバイパス計画により、交通混雑、幅員狭小区間を解消し、安全で円滑な

通の確保、自転車歩行者の安全性の向上を目的とした４車線道路であり、整備により地域の活性化、沿線市町

の交流促進、連携強化に大きく寄与するものである。 

体事業費    ８３ 億円 計画交通量 17,200～23,200 台／日 

業概要図  

 

係する地方公共団体等の意見  

海南市長及び国道３７０号海南美里間改修促進協議会より、国道３７０号の早期整備の要望を受けている。

平成１６年１１月２９日） 

業採択の前提条件  

便益が費用を上回っている。 

円滑な事業執行の環境が整っている。 

渋滞対策 ○ 

【渋滞損失時間の改善】29.7万人時間/年 → 0万人時間/年 

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】3.6万人時間/年・㎞ → 0万人時間/年・㎞ 

 

 

【渋滞度曲線】145位/540区間 → 540位/540区間 
 

 

事故対策 － 
注目すべき影響はない 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ○ 現在歩道がない区間に歩道及び自転車歩行者道が設置される。（通学路であり、歩行者交通
量38人/日、自転車交通量169台/日である区間に歩道等が設置される。） 

住民生活 ○
高次医療施設へのアクセス向上（三次医療施設-県立医科大学附属病院、日本赤十字社和歌山

医療センターへの時間短縮に寄与する道路である。）（20分→4分：約16分短縮） 

地域経済 ○ 沿道まちづくりとの連携（重根地区土地区画整理事業と連携し地域経済の発展に寄与する。）

災 害 ○ 緊急輸送道路を形成（緊急輸送道路ネットワーク計画（第２次）に位置づけあり。） 

環 境 ○ ＣＯ２排出量の削減（削減量：1,352t/年）  

の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ○
主要な観光地へのアクセス向上（主要な観光地である高野山〔年間観光入込客数=110万人〕

へのアクセスは、現状で幅員狭小であり、その解消により安全な観光輸送が図られる。） 

事業実施環境 －
注目すべき影響はない 

 

供 用 中
新規事業化
事 業 中
計 画 中

凡　例
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海
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木
津

か
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ん

し
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づ
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２号橋

Ｎ

市道
Ｔ99＝２０，０１３台
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370

424

424

 

 

採択の理由 
現道交通量２０，０００台／日、混雑度２．０を超過し、朝夕のピーク時をはじめ恒常的に発生している渋滞区

間の解消、家屋が密集区間における幅員狭小で大型車同士のすれ違い困難区間の解消、自転車歩行者の安全確保が

図られるとともに、高次医療施設へのアクセス向上等効果が大きい。また、便益が費用を上回っており、平成１６

年１２月には都市計画決定（変更）されるなど円滑な事業執行の環境が整っており、整備により、地域の活性化、

沿線市町村の交流促進、連携強化に大きく寄与するものである。 

以上により、本事業を採択した。 

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。



新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 
 
事業の概要 

 

事業名 一般国道４３８号 岡田
お か だ

バイパス 
事業 
区分 

 一般国道 
事業 
主体 

 香川県 

起終点 
自：香川県丸亀

まるがめ

市綾歌町
あやうたちょう

岡
おか

田上
だ か み

 

至：香川県丸亀
まるがめ

市綾歌町
あやうたちょう

岡田
お か だ

東
ひがし

 
延長  0.7km 

事業概要  

国道４３８号は、国道１１号及び国道３２号を連結し本県中讃
ちゅうさん

地域の南北交通の骨格をなす主要幹線道路、
また瀬戸中央自動車道坂出ＩＣ及び徳島県の四国縦貫道美馬ＩＣを連結する広域的幹線道路である。 
 本工区は、今後の交通量増加に伴い、ＢＰ整備により交通量分散を図ることで、道路沿線の安全性の確保・
走行性の向上を目的とした０．７ｋｍのＢＰ整備事業である。 

事業の目的、必要性  

本工区の現道区間は、沿線に岡田
お か だ

小学校や幼稚園などの文教施設や住宅地が連なっているが、車道及び歩道
幅員は狭く、自歩行利用者の安全性、特に児童の通学、及び重交通の離合等に支障をきたしている。 

 また、本工区は、直轄事業の国道３２号綾南
りょうなん

・綾歌
あやうた

・満濃
まんのう

バイパスと交差する工区であり、整備された後の

東西方向から坂出市街へのアクセスや平成16年4月のレオマワールドの再開による坂出
さかいで

ＩＣからのアクセスに
より、本区間の交通量がさらに増加することが予想されている。 
このため、本工区にＢＰ区間を設けることにより、増加する交通量に対する分散を図り、道路沿線の安全性

の確保・走行性の向上を目的とし、かつ、国道32号綾南・綾歌・満濃バイパスの平成２０年度完成と歩調を合
わせることで地域一帯となった交通網の整備効果を担う。 
全体事業費 15億円 計画交通量 19,500台／日 
事業概要図  

高松市
坂出市

丸亀市

善通寺市

観音寺市

岡田バイパス

 
 

 
関係する地方公共団体等の意見  

地元綾歌町
あやうたちょう

では、平成 17 年 3 月 22 日に合併する丸亀
まるがめ

市、飯山町
はんざんちょう

、綾歌町
あやうたちょう

（新市の名称 丸亀市）の新市
建設計画に位置付けられた合併支援道路であり、事業化要望も強く早期完成を望んでいる。 
 平成16年7月に地元綾歌町及び町議会において、国土交通省並びに四国地方整備局に国道32号BP整備事業促
進と併せて要望活動を行っている。 

 
事業採択の前提条件  

 費用対便益 ：便益が費用を上回っている 
 手続きの完了：都市計画決定済（平成14年10月４日 延長Ｌ≒３．２ｋｍ） 
 

事業評価結果 

 

総費用 １３億円 総便益 ７０億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ５．４ 
事業費： １２億円 

維持管理費： １億円 
走行時間短縮便益： ７１億円 

走行費用減少便益： －１億円 

交通事故減少便益： 0億円 
平成16年 

交通量変動 B/C= － （交通量   －  ％） B/C= － （交通量 －  ％） 

事業費変動 B/C= － （事業費  －  ％） B/C= － （事業費 －  ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= － （事業期間 －  ％） B/C= － （事業期間 －  ％） 

評価項目 評価 根拠 
交通渋滞の緩和（綾歌郡綾歌町岡田地内：現況(H11)旅行速度35km、混雑度1.07） 

渋滞対策 ◎ 

【1kmあたり（台kmあたり）渋滞損失時間】 
約27万人時／年ｷﾛ(H42推計整備無し) ⇒ 約6万人時／年ｷﾛ(H42推計整備有り) 
約5万人時／年ｷﾛ(現況(H11)) 
香川県平均(現況(H11)) : 約1.6万人時／年ｷﾛ（約３倍） 
全国平均  : 約2.0万人時／年ｷﾛ（約３倍） 

【旅行速度の向上】 
約20km／時(H42推計整備無し:現道部) ⇒ 約44km／時(H42推計整備有り:ﾊﾞｲﾊﾟｽ部) 

安全性向上(事故の減少)(R32交差点から要望終点まで:5年間の交通事故件数26件) 

事故対策 ○ 
【死傷事故率】約163件／億台ｷﾛ（現況(H11)） 

香川県平均:約127件／億台ｷﾛ（約1.3倍）、全国平均:約118.4件／億台ｷﾛ（約1.4倍） 
【事故率曲線】香川県内センサス区間の上位３割に含まれる 
【その他の特長】ﾊﾞｲﾊﾟｽが整備されることで、交通量の分散が図られる 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － ・注目すべき影響はない。 

住民生活 － 
 
・注目すべき影響はない。 

地域経済 － 
 
・注目すべき影響はない。 

災 害 ○ ・第１次緊急輸送路ﾈｯﾄﾜｰｸに位置付け 

環 境 ○ ・大気汚染の改善、騒音の減少、CO2(105t/年)、NO2(0.5t/年)、SPM(0.03t/年)排出量の削減 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 － ・注目すべき影響はない。 

事業実施環境 ○ ・国号32号ﾊﾞｲﾊﾟｽとの連携など、地域一帯となった交通網の整備効果を図る。 

 

採択の理由 
費用便益比が5.4と、便益が費用を上回っているとともに、都市計画手続が完了していることから、事業採択の

前提条件が確認できる。 
 また、当該事業箇所の現況渋滞損失時間及び事業実施による改善はともに大きく、渋滞対策の必要性・効果は
高いと判断できる。 
 なお、社会全体への影響としても、国道32号ﾊﾞｲﾊﾟｽとの歩調を合わせた整備をすることにより、効果は相当高
いものと判断できる。 
以上により、本事業を採択した。 

 

担 当 課：道路局国道・防災課 
担当課長名：鈴木 克宗 
 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 
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新規事業採択時評価結果（平成１７年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 

 

事業名    一般国道２１０号 田原
た ば る

拡幅 
事業 

区分 
 一般国道 

事業 

主体 
 大分県 

起終点 
大分
おおいた

市大字横瀬
よ こ せ

 

大分
おおいた

市大字木
き

の上
うえ

 
延長  １．１ｋｍ 

事業概要  

一般国道２１０号は九州横断自動車道と共に九州北部横断軸の骨格を形成する、福岡県久留米市と大分市を結

ぶ延長約１４３ｋｍの主要幹線道路である。当該区間は、一次改築は成されているが交通容量不足による渋滞、

歩道未設置による歩行者の危険等の問題があるが、本事業はこれらの問題を解消し、安全で快適な道路空間の確

保・円滑な交通流確保を実現、広域交流及び地域活性化に大きく寄与するものである。 

事業の目的、必要性  

一般国道２１０号は、大分県西部地域（日田・玖珠地方生活圏等）と大分市を結ぶ、主要な幹線道路である。

大分市西部地区の玄関口となる当該区間は、道路交通の要所となっており、近年、大型施設の開発等により交通

が急増している状況にもかかわらず、急増する交通への対応が間に合わず慢性的な交通渋滞が発生している。ま

た、当該区間は歩道が未設置であり、近接小中高生の安全な通学路が確保できない。よってこれらの問題を解決

するため、早急な改善が必要である。 

全体事業費     ２５億円 計画交通量 ２９，３００台／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

国道210号拡幅(田原拡幅)は、産業、経済、文化の広域交流はもとより、渋滞対策、交通安全の向上には欠か

せない路線として、地元では沿道市町村長らで結成される「国道210号改修促進協議会（会長：大分市長）」を

はじめ、自治会、ＰＴＡ等各団体で結成された整備促進期成会が多数あり、早期の拡幅改良整備の要望を受けて

いる。 

 
事業採択の前提条件  

・ 便益が費用を上回っている        

・ 円滑な事業執行の環境が整っている 

・ ルート決定済み（都市計画決定：昭和５３年１０月） 

事業評価結果 

 

総費用 ２１億円 総便益 ２０１億円 基準年  

Ｂ／Ｃ ９．６ 
事業費： ２０億円 

維持管理費： １億円 

走行時間短縮便益：１９４億円 

走行費用減少便益： ５億円 

交通事故減少便益： ２億円 

平成１６年 

交通量変動 B/C=１０．５ （交通量 ＋１０ ％） B/C=８．６ （交通量 －１０ ％） 

事業費変動 B/C=８．７ （事業費 ＋１０ ％） B/C=１０．７ （事業費 －１０ ％） 

費
用
対
便
益 

感度分析の結果 

事業期間変動 B/C=９．１ （事業期間 ＋２０ ％） B/C=９．９ （事業期間 －２０ ％） 

評価項目 評価 根拠 

渋滞交差点を解消する 

渋滞対策 ◎ その他の特徴 

主要渋滞ポイントの解消（富士見ヶ丘団地入口交差点、旅行速度19.9km/h→40.0km/h） 

死傷事故が多い区間の事故の減少が見込まれる 

事故対策 ○ 
                

その他の特徴 

 年間１０件以上発生している死傷事故の減少 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 ◎ 
歩行者の安全性向上 

（現在歩道がない区間に歩道が設置される：通学路であり、自転車歩行者交通量５５４人台/

日である区間１．１ｋｍの自転車歩行者道の設置） 

住民生活 ○
医療施設へのアクセス向上 

（二次医療施設救命センターへの搬送時間短縮に寄与する道路である 

大分郡部方面(庄内町)～救命センター 約３５分→約３３分 約２分短縮） 

地域経済 － 注目すべき影響はない。 

災 害 ○
緊急輸送道路を形成 

（現道で発生する渋滞が解消され、一次緊急輸送道路の機能確保が図られる。） 

環 境 ○
Co2排出量の削減 

（本区間の整備により自動車からのCo2排出量が1139t/年削減される） 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 － 注目すべき影響はない。 

事業実施環境 － 注目すべき影響はない。 

 

採択の理由 
道路交通の要所となっており、近年、大型施設の開発等により交通が急増している状況にもかかわらず、急増す

る交通への対応が間に合わず慢性的な交通渋滞が発生している。また、当該区間は歩道が未設置であり、近接小中

高生の安全な通学路が確保できない。 

以上より本事業を採択した。 

 

担 当 課：道路局 国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗     

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


